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四輪電装設計部の若手 技術者の皆さん
くるまの電装設計を担う若手技術者たちのメッセージをご紹介します。
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電波暗室
自動車からの不要電磁波の抑制や外部からの電磁波に
対する耐性を確保するため、電磁波を遮蔽する電波暗
室でこれらの評価を行います。

電池セル評価から、電池パック化、次世代
電池先行開発を一貫して行っています。
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ワイヤーハーネス設計
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電池設計
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車体電装設計

車室内のスイッチ部品設計
宮武 奎佑

電装品の電気的品質向上
橋元 芳昇

ワイヤーハーネス設計
山本 勝大

スピードメーターの設計
宮田 隆正

メモリーナビゲーションの設計
久世 達哉

EV車のワイヤーハーネス設計
福永 健志

リチウム電池の設計
東城 好江

ワイヤーハーネス設計
高橋 良慈

電池材料の開発
南 浩成

電池パックの設計
須藤 海智

業務の流れ

企画デザインレビュー 設計・レイアウト 部品試作・評価 実車テスト・信頼性確認



技術レポート

図5 （①弾塑性特性）

図6 （②クリープ特性＋①弾塑性特性） 図7 （③二次収縮＋②クリープ特性＋①弾塑性特性）
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図2 （①弾塑性特性）

図1 熱サイクル試験前後の形状の差

図3 （②クリープ特性）

図4 （③二次収縮）
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インストルメントパネルの 熱変形予測技術の開発

熱サイクル試験での変形挙動の把握
実際のインパネを用いて、熱サイクル試験で所定の温

度変化を与え、試験前後のインパネの形状を３D測定し
ました（図１）。その結果、あらゆる部位の変形を数値化
することができました。加えて、部品全体が一様に変形し
ているのではなく、部位によって様々な方向に変形してい
ることが明らかになりました。

変形要因の材料特性の調査
熱サイクル試験での変形は永久変形であることから、

その要因を樹脂特有の性質である下記の３つであると考
えました。インパネの素材である樹脂について、この性質
を実測しました。

①弾塑性特性　②クリープ　③二次収縮
まず、引張試験を実施して、温度ごとに弾塑性特性を

取得しました（図2）。つぎに、クリープ特性を調べました。
クリープとは、荷重を加え続けた際に、時間経過とともに
変位量が増加する現象です。特に樹脂では温度の影響
を大きく受けるので、熱サイクル試験でインパネ天面の温
度を測定して、評価する温度を決定しました。加えて、３パ
ターンの荷重を与えて、時間ごとのクリープ変位量を取得
しました（図3）。そして、成形後の樹脂が、さらに収縮す
る現象である二次収縮を調査しました。板厚違いの試験
片を常温→高温→常温に変化させ、前後の寸法を測定
して、二次収縮率を求めました（図4）。

測定した材料特性をCAEに適用するため、材料モデ
ルを構築しました。

熱サイクル試験時の変形を再現
樹脂の特性から考えられる①～③の要因ごとにCAE

で検証しました。CAEでは、熱サイクル試験時の温度
変化を与えて、その際のインパネの変形を計算しました。
はじめに、インパネの材料を弾塑性特性のみを持つもの

と仮定した材料モデルで計算しました。CAE結果（図5）
では、変形量はわずかでした。つぎに、クリープ特性も加え
た材料モデルに変更したCAE結果（図6）では、インパネ
の天面が沈下する傾向が現れました。天面の左右の変形
量は実機より少なく、実測の変形を再現できないことが
分かりました。さらに、二次収縮特性をクリープと弾塑性
に加えた材料モデルで検証したCAE結果（図7）では、
天面の左右の変形量が増加し、実機の変形量と概ね
一致する結果となりました。すなわち、熱サイクル時の
変形をCAEで再現するには、樹脂の３つの特性を材料

モデルに現す必要があることが分かりました。
熱サイクル試験時の変形をCAEで予測する技術が

できたことで、機種開発の際に、品質を確保できる構造の
検証が可能になりました。

技術課題
今回の取り組みでインパネ単品の熱変形予測が可能と

なりましたが、次に、インパネだけでなく周辺部品も同時に
CAE解析することで、周辺部品との合わせ（隙間、段差）を
予測し、完成車状態の熱変形挙動を明らかにしていきます。
さらに、変形予測の精度を向上させるために、成形時の

変形や材料内部に蓄積された残留応力などを射出成形
解析で計算し、その結果を本熱変形解析に加えて予測して
いきます。但し、現実の部品に生じている残留応力は直接
計測することができないため、射出成形解析で求めた残留
応力値の確からしさを検証することが課題です。

▋著者紹介

岩下 一晶
ものづくり推進部
専門職（係長）
（1983年入社）

古川 健一
環境･材料･生産技術
開発部 マネージャー
（1997年入社）

山田 克拡
四輪内装設計部
チームリーダー
（2007年入社）

中澤 芳樹
四輪内装設計部
係長
（2008年入社）

杉本 吉規
四輪車体実験･評価部
係長
（2011年入社）

横原 忠
環境･材料･生産技術
開発部 係長
（2011年入社）

車のインストルメントパネル (以下、インパネ) は、夏季の直射日光による高温や、冬季の低温環境にさらされること

で変形が生じ、内装の外観品質が悪化することが懸念されます。そのため、試作ステージにおいて、実際のインパネ

を使って熱サイクル試験を実施し、合格するまで繰り返し対策を行っています。そこで、開発工程の効率化を目指して、

インパネの熱による変形を予測するCAE手法を開発したので紹介します。

背景・狙い

▍３D測定による熱サイクル試験におけるインストルメントパネルの変形の見える化

▍熱サイクル試験で発生する変形を再現できる材料モデルの構築

▍熱変形を出図前段階で予測して外観品質が確保できる製品構造の検証



職場には自社ウェブサイトのページビュー数など、データがリアル
タイムで刻々と表示されるディスプレイが設置されている＝名古屋市
中区、中日新聞社電子メディア局で
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て、仕事の可能性が広がるのでは。これをきっかけに、働き
方の多様性が広がってほしいと思います。
新聞社では、コロナ禍で改めて信頼できる情報、きめ細

かな地域情報が求められていると強く認識させられました。
発想の転換というか、いわゆる生産性や効率性より足元
の生活の大切さを見直す、まずは生活者の視点から、とい
う全体の重心の移動のような変化が必要になるのではな
いでしょうか。地方の価値の再認識もすでに始まっていま
すし、目線が下りてくる感じになっていますよね。
ちなみに博報堂メディア環境研究所の最近の調査で

は、オンラインの常態化などで、コロナ後に社会は変わる
と考えているのは男性約59.7%に対し女性約68.0%。
社会を変えようという意識は女性の方が強く、これからの
生活変化は女性が牽引すると見ています。

Q4
SDGsの17の目標の達成のため、女性の活躍が
一層期待されています。大学や企業においてはど
のような対応や努力が必要とされるでしょうか？

前の質問にもつながるのですが、確かに生活者として現
状のさまざまな問題に女性は気づきやすい傾向はあると思
います。子育てや介護を通じても痛感させられますし、持
続可能性とは、まさしくそこのリングがつながるかどうかが問
題。ですから、企業において女性から問題意識が発信さ
れ、課題解決に生かされる機会は、以前に比べれば随分
増えているように感じます。女性の活躍やダイバーシティ
が企業の成長につながるという認識も一般的になりつつ
ある。大学や企業も当然すでに対応や努力をしていると思
いますが、女性の側も使命感をもってどんどん積極的に動
いていますよね。素晴らしいと思います。SDGsって、つま
りは次世代にバトンを渡すのに、恥ずかしくないように、とい
うこと。未来から問われている自分たち、という視点は必要
でしょうね。

Q5
スズキ財団が、今後ある姿、どのようなことに着目
していくべきかご意見等いただけないでしょうか？

浜松、遠州の魅力は、私は「やらまいか精神」だと思って
います。だから、その「やらまいか精神」を全国、世界に広
げるきっかけ作りをスズキ財団が担うべきという使命感は
当然あると思います。もうすでに、その役割を果たしてきて

いると思いますが、今後もますます、という意味で期待して
います。
そして、小さく弱い存在に優しい財団でもあってほしいで

すね。抽象的なイメージで恐縮ですが……。スズキの歴
史館は私にはとても印象深かったのですが、チョイノリの
聖地として毎年(?)ライダーたちが訪れるという話も忘れら
れない。大きく育つ「やらまいか」も、最初は、だれか一人
の小さな「やらまいか」から始まると思います。

Q6
最後に若い研究者や技術者に対して何かアド
バイスや励ましのお言葉など頂けないでしょうか？

いまの若い世代には、社会貢献したいという純粋な志を
感じることが多いです。アドバイスなどできる立場ではない
のですが、ひとつ言うなら、世の中は必ず変わるということ。
私は何もかもうまくいかない暗黒時代だった若いころ、「今
日の異端は、明日の正統」と心に念じていました。これは
学生時代にかじった文化人類学の知見なのですが、どの
世界にも通じることと思います。
とはいえ、生身の人間は、熱い血の入った柔らかな袋の

ようなもの。若いうちほど、傷つけば血が噴き出すし、成長
のために休養も必要となる。「こころとからだを大切に」と
若い人にはいつも言うようにしています。

スズキ財団40周年記念（その8）

林寛子先生インタビュー  

小さな「やらまいか」
大きく育って

がすぐわかる。ピアノを弾いている人も時々いて素敵だな
あと思います。
それから、私はうなぎが大好きで。いろんなお店でおいし

くいただきました。うなぎパイも全国的に人気ですよね。皆
さんに喜ばれるので、今でも名古屋駅などで買って、お土
産などとして愛用させてもらっています。それから日本酒。
浜松にきて、静岡県の日本酒のおいしさを初めて知りまし
た。みんなに宣伝しています。
富士山が世界遺産に決まった2013年夏、職場の仲間

と一緒に、富士山に登りました。五合目からスタートして、
九合目の山小屋に一泊して。人も多くて、ものすごく大変
でしたが、天気には恵まれ、さわやかな空気のなかで見たご
来光は忘れられないです。これは自慢になるエピソードでは
ないでしょうか。

Q3
コロナ禍の中、今までとは異なる生活様式が必
要となってきました。今後、大学や企業は、発想
の転換など、どのように変化していくべきとお考え
でしょうか？

私自身、在宅ワークを組み入れたり、会議もズームやラ
インで行ったり、シンポジウムのウェビナーに参加したり、仕
事や生活のうえで今までとは違うスタイルが入ってきていま
す。ステイホームを、最初はネガティブにとらえがちでした
が、物理的にも精神的にもいろいろリセットできて、いい面
もある。在宅ワークも、仕事の能率という意味でプラス面
もあるし、乳幼児のいる家庭や病気や障害のある人にとっ

林 寛子　
中日新聞社取締役 電子電波担当
79年、中日新聞社入社　12年東海本社編集局長　15年6月取締役東海本社代表など経て、17年6月現職
著書に「三岸節子　修羅の花」（講談社）、「子供産みます」（学陽書房）、「モネと歩くフランス あるいは光と風の
カミーユ」（風琳堂）など

株式会社中日新聞社取締役で当財団理事の林寛子先生にお話しを伺いました。

Q1
先生には、2015年6月より、当財団の理事をお願
いしておりますが、財団との係わりなどご紹介いた
だけないでしょうか？

私は2012年夏に、中日新聞の名古屋本社から東海本
社に異動になり、15年まで編集局長、17年6月まで代表
を務めていました。それで、鈴木修会長はじめスズキの皆様
には、取材を通じていろいろ教えていただいたり、ご縁をいた
だいておりました。シティマラソンなど、共催事業もあって、セ
レモニーでご一緒する機会が少なくなかったですね。超有名
な会長さんですから、名古屋にいるころからもうお顔はよく存
じ上げているわけですが、とにかく気さくな笑顔で、想像以上
にいろんな場所にお顔を出されていて、すごいなぁと……。
ずっと文科系で、新聞記者の仕事も社会部、文化部が

中心で、機械や技術方面には詳しくないのですが、そうした
ご縁から、財団にお声がけいただいたと思います。

Q2
中日新聞社取締役東海本社代表として浜松で
ご活躍されましたが、当時のエピソード等、お話
いただけないでしょうか？

忘れられない思い出は山のようにありますね。基本的
に、浜松の気候にふさわしく楽しい、明るい思い出ばかりで
す。JR浜松駅の印象からして、いいですよね。クルマが
置いてあって、ピアノが置いてあって。まちの産業の特徴
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総 資 産
設 立 年 月 日

63億1,713万円（令和2年3月末）
1980年 3月

助成件数累計
助成総額累計

1,793件
21億1,644万円

公益財団法人 スズキ財団 事業報告
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スズキ財団の助成で、2019年4月1日から4か月間、
IITH（インド工科大学ハイデラバード校）から静岡
大学に研究留学したKarri准教授にインタビュー
いたしました。

1 日本への研究留学は如何でしたか ?

浜松に滞在した4カ月間、とても充実した毎日でした。
寮生活は快適で、真田先生の実験施設、研究室も良かっ
たです。私は、日本人が実際にどのように実務をこなして
いるかを学びました。研究室の学生は、学内の設備を熟
知し、研究室の清掃に努めていることに感心しました。
研究会にも参加し、英語での発表にも努めました。それ
は学生にとっても私にとっても充実した経験でした。

2 真田先生の研究室では具体的に
どのような研究をされていましたか ?

日本滞在中、真田研究室で気泡発生装置を使った
液体の表面張力測定の研究に取り組みました。また、東
京農工大学、東京大学、北海道大学にも訪問しました。
訪問先の研究者は私の専門分野ではよく知られていて、
施設や研究が行われているのを直接見られて、交流できて
良かったです。今後は、真田研究室での実験結果を分析
し、真田先生との論文発表を目指します。

3 日本の各地を旅行した体験について
教えてください。

私は東京と北海道を訪問する機会がありました。これら
の都市以外にも、浜名湖で花火大会を見たり、市街地で
の御殿屋台引き回しや、中田島砂丘での凧揚げ合戦を見
たり、最後に富士山をトレッキングしたりと、思い出に残る
体験をしました。日本は緑が多く、風光明媚な国です。私
は旅行でとても良い経験をしました。言葉がわからなくて
も、旅行で困ることはありませんでした。人々はとてもフレン
ドリーで礼儀正しく、喜んで私たちを助けてくれました。

4 研究以外に日本人学生や日本人との
交流はありますか ?

2019年には、静岡大学の海外研究室交流プログラム
（SSSV）の一環として、真田先生と大学院生4名で構成
される真田グループの訪問を受けました。

5 日本に来る研究者に何かアドバイスは
ありますか ?

異文化を体験する心を開きましょう。日本人は技術を
大事にしていて、とても技術に精通しているので、日本に
来ている研究者はそれを経験し、学ぶことができます。ま
た、研究室の組織や、学生自身が研究室の維持にどのよ
うに貢献しているかについても学ぶことができます。文化
を学び、体験することに意欲的になってください。

研究留学者インタビュー
インド工科大学 ハイデラバード校（IITH）
Karri Badarinath（カリ・バダリナス）氏
留 学 期 間 ： 2019年４月1日〜2019年７月31日
留学受入先 ： 静岡大学 工学部 真田俊之准教授
研究テーマ ： 「液体中のキャビテーション気泡や
  非凝縮気泡の素過程解明」

東京大学の赤門前にて

富士登山に挑戦（7合目にて）

IITHのkarri准教授（左）と助手のMeenuさん（中）、指導教官の真田准教授（右）

スズキ財団2020年度助成事業のご案内  
スズキ財団では、2020年４月より下記の研究助成の公募を開始しております。
詳細は下記ホームページをご確認ください。
ホームページ ▶ http://www.suzukifound.jp/

▌助成対象（全助成に共通）
助成の対象となる研究は、国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学技術に関する研究でかつ独創的・先進的で
あり、学術的・社会的発展に寄与する可能性のあること。

●研究成果普及助成
科学技術分野の基礎的・独創的研究成果を発表し研究の
更なる充実・発展を図るため、国内外で行われるシンポジウ
ム・会議等の開催に対して会場費等諸費用を助成します。
（Web会議についても助成します。）
１）	応募資格
  大学、大学院、高等専門学校または、公共研究機関に

常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する
研究であること。

２）	助成金額と助成件数及び募集期間と審査結果
 ①その年度の予算に応じて決定します。
  ②4月以降公募を開始し、予算到達時に打切ります。

●研究者海外研修助成
海外で開催されるシンポジウム・会議への出席に対して助成
いたします。
１）	応募資格
  日本国内の大学、大学院、高等専門学校または公共研

究機関に常勤する研究者及び大学院生で、主たる研究
が科学技術に関する試験研究であることとします。上記
の大学院生においては、国際会議等にて本人が発表
することを必須条件といたします。

２）	助成金額と助成件数及び募集期間と審査結果
 ③その年度の予算に応じて決定します。
  ④4月上旬より公募を開始し、予算到達時に打切ります。

▌役 員 （令和2年7月1日現在）
理事長 鈴木 修 スズキ株式会社 代表取締役会長

専務理事 安藤 真彦 兼事務局長

理 事

足立 芳寛 東京工科大学 客員教授
小口 泰平 芝浦工業大学 名誉学長・名誉教授
加藤 百合子 株式会社エムスクエア・ラボ 代表取締役社長
鎌田 実 一般財団法人 日本自動車研究所 代表理事・研究所長
大聖 泰弘 早稲田大学 名誉教授
林 寛子 株式会社中日新聞社 取締役 電子電波担当
廣澤 孝夫 一般財団法人 日本自動車査定協会 理事長
古川 勇二 東京農工大学 名誉教授

監 事
鈴木 勝人 株式会社ベルソニカ 代表取締役会長
豊田 泰輔 スズキ株式会社 常務役員

評議員

川田 善正 静岡大学 工学部長
大日方 五郎 公益財団法人 名古屋産業科学研究所 上席研究員
眞田 幸光 愛知淑徳大学 教授
寺嶋 一彦 豊橋技術科学大学 学長
野口 博 静岡理工科大学 学長
矢部 彰 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 特別顧問・名誉リサーチャー
原山 保人 スズキ株式会社 代表取締役副会長
鈴木 俊宏 スズキ株式会社 代表取締役社長
本田 治 スズキ株式会社 代表取締役技監
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スズキ財団 助成事業の推移  
スズキ財団の2015年から5年間にわたる助成事業の推移についてご報告いたします。

財団の主たる事業である科学技術研究助成は、件数
及び助成額ともに順調に推移しており、2015年26件
3,981万円から2019年度には54件9,315万円（一般
29件、若手25件）に増加しました。採択率は40～60％
程度で推移しております（図1-a参照）。
課題提案型研究助成は、毎年2～4件実施しております。

毎年の助成額は3,000万円前後、採択率は20～40%

程度で推移しております（図1-b参照）。
研究成果発表のための会議や海外への研究者の研修

のための助成は5年間の間に、32件589万円から54件
1,138万円に増加しました（図1-c参照）。
研究助成の総件数及び総額は、2015年62件7,682

万円から2019年には114件1億7,457万円に増加しま
した。（図2参照）

2019年度から開始した一般向（最大額300万円の
助成）と若手向（35歳以下で一律100万円の助成）の
２つの科学技術研究助成について、それぞれの研究分
野の内訳を比較しました。一般向け研究助成では、応用

研究として、計測制御解析関係、環境資源エネルギーの
分野が多く、若手研究助成では、基礎研究として、材料関
連、電気電子関連の分野が多いのが特徴的です。

スズキ財団 海外事業の紹介  
1999年から開始した海外研究者の受入事業は、昨年

までで22名の研究者を招聘しました。ハンガリーのブダ
ペスト工科経済大学（BME）に加えて、2018年からは、
インドのインド工科大学ハイデラバード校(IITH)、インド工
科大学デリー校(IITD)、インド科学大学（IISC）の研究者
の招聘を開始しました。彼らは１年間、静岡大学等日本の
大学にて共同研究を実施し、帰国後も研究室間で共同
研究を継続しています。当財団では、今後も欧州・アジア
の大学から優秀な研究者を日本の大学に招聘していきた
いと考えています。
ブダペスト工科経済大学（BME）は、ハンガリーの首都ブ

ダペストにある学生数20,000人を超える名門大学です。
当財団はブダペスト工科経済大学から、17名の研究者を
招聘してきました。
IITハイデラバード校は、インドのハイデラバードに2006

年に新設された新しい工科大学で、JICA支援の基、日本
から多くの大学がサポートしております。当財団は、2018
年から3名の研究者を招聘してきました。
IITデリー校は、1963年に創設された首都デリーのインド
工科大学で、当財団は、2019年から研究者の招聘を開
始しました。
インド科学大学（IISC）は、バンガロールに位置する名門
大学で、ノーベル賞を受賞したラマン教授でも有名な大
学です。当財団は、2018年に研究者を招聘しました。
スズキ財団は、2016年からインドのアーメダバード州にあ
るi-ACE（国際自動車センター機構）の開所を支援して
います。この研究所は、自動車の高度な技術を習得する
ために、グジャラート州政府が中心となってPDPU（パン
ディット・ディーン石油大学）内にて開所を準備中です。

図1-a 科学技術研究助成の5年間の推移
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図1-c 研究成果普及及び海外研修助成 5年間の推移
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2019年度科学技術研究助成の研究分野
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図1-b 課題提案研究助成5年間の推移
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図2 5年間の研究助成推移
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IITデリー外観i-ACE（国際自動車センター機構）スタッフの皆様

ドナウ川越しに見るブダペスト工科経済大学

大学正門の石像もマスクを着用

インド科学大学（バンガロール）の緑の多いキャンパス IITハイデラバードとのジョイントミーティング風景






